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第2回
守谷市公共交通
ワークショップ
説明資料

「みんなで描く、守谷の交通」
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守谷市の公共交通の現状について
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• 現状守谷市には、以下の公共交通が存在しています。

• 各公共交通が、市民の皆さんの「移動手段」として運行しています。

路線バス（5系統）

関東鉄道

モコバス（2ルート+実証運行ルート）

守谷市

デマンド乗合交通（市内全域フルデマンド）

守谷市

タクシー（個別輸送、3社）

京成タクシー
守谷タクシー
小川交通

鉄道（2路線3駅）

つくばエクスプレス（TX）
関東鉄道



守谷市の公共交通の現状について
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モコバス みずき野・松並青葉ルート
モコバス 市役所・板戸井ルート
モコバス 高野・同地・赤法花循環ルート（実証実験）
路線バス
バス停
つくばエクスプレス
関東鉄道常総線

【凡例】

守谷駅

イオンタウン守谷

アサヒビール工場

総合守谷第一病院

守谷慶友病院

ジョイフル本田

いこいの郷

新守谷駅

南守谷駅



デマンド乗合交通について
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〈利用対象者〉 守谷市に住民登録されており、１人で乗り降りできる方で
・65歳以上の方 ・障がい者手帳や療育手帳をお持ちの方

※同伴者として１名のみ乗車可能（同伴者の年齢不問）

〈運 行 区 間〉 守谷市全域（市外への移動は不可）※目的地として設定できるのは、公共施設、医療機関、店舗等

〈 運 行 日 〉 月～土曜日（日曜日、１２月29日～１月３日は運休）

〈運 行 時 間〉 8:10頃乗車～16:20頃降車まで

〈 手 順 〉 利用者登録申請後、 電話（3運行日前～当日１時間前）にて予約 ※予約は先着

〈 料 金 〉 65歳以上の方 ： 300円
障がい者手帳をお持ちの方 ： 200円（中学生以下：無料）
同伴者（利用者１名につき１名乗車可） ： 300円（中学生以下：無料）

〈 利 用 〉 原則１名につき２回/日 （往復予約可）

～デマンド乗合交通とは～

事前に利用登録を行った方が電話で事前に予約し、利用者が指定する場所

（自宅など）へ車が迎えに行き、目的地までを運行します。
※タクシー車両を使用していますが、タクシーではありません。

※目的地に応じて他の利用者と乗り合いになるため、到着時刻が遅れる可能性があります。

※予約した目的地以外での降車はできません。



守谷市の現状について
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■人口推移 ■地区別人口推移

• 守谷市の人口は増加し続けており、7万人を超えています。人口ビジョンの推計によると5年

後には約6.5万人に減少するとなっており、この5年間で人口増加のピークを迎え、年々減少

していく可能性もあります。

• 地区別にみると、守谷地区が年々増加傾向にあります。一方で、その他の地区は横ばいもしく

は微減傾向にあり、地区によって異なる傾向となっています。

守谷地区のみ増加傾向
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公共交通の利用状況について【鉄道】
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■鉄道利用状況

• 鉄道はコロナ以降、順調に回復し、R6年度においてはコロナ前の利用者数を上回りました。

コロナ禍前（R1年度）
を上回る



公共交通の利用状況について【モコバス】
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■モコバス利用状況

• モコバスにおいては、市役所・板戸井ルートはほぼ横ばいですが、みずき野・松並青葉ルートに

ついては、増加傾向にあります。

年々増加傾向
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公共交通の利用状況について【デマンド乗合交通】
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■デマンド乗合交通利用状況

• デマンド乗合交通については、近年ほぼ横ばいの状況にあります。

近年、横ばい
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• ３月に実施したアンケート結果より、路線バスの利用頻度は「利用しない」が最も多く48.4％と

なっており、約半数の方が路線バスを利用していないことがわかります。

• 路線バスを利用しない理由として、「自家用車の方が便利だから」が最も多く63.4%、次に「本

数が少ないから」が30.7％、「他の移動手段で問題ないから・利用する必要がないから」が

29.9％となっています。

守谷市の公共交通の現状について（市民アンケート結果）

9

■路線バスを利用しない理由■路線バスの利用頻度
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• ３月に実施したアンケート結果より、モコバスの利用頻度は「利用しない」が最も多く71.４％と

なっており、約7割の方がモコバスを利用していないことがわかります。

• モコバスを利用しない理由として、「自家用車の方が便利だから」が最も多く53.0％、次に「本

数が少ないから」が36.4％、「自宅近くに停留所がないから」が33.0％となっています。

守谷市の公共交通の現状について（市民アンケート結果）
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■モコバスを利用しない理由■モコバスの利用頻度
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他の移動手段で問題ないから・利用する必要がないから

その他

n=525



• モコバスの1人当たりの運行経費は、R2年度から年々減少しており、1人あたりの運行経費は

減少しています。

• 一方で、デマンドの1人当たりの運行経費は、R2年度からR5年度にかけては減少しています。

R6年度から、1人あたりの運行経費は横ばいとなっていますが、1人あたり2000円を超えて

いる状況です。

守谷市の公共交通の現状について（運行経費）
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■デマンドの1人当たりの運行経費■モコバスの1人当たりの運行経費
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守谷市の公共交通を取り巻く環境
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自動車利用者の増
（更なる利用離れ）

公共交通の収益悪化
公共交通のサービス

水準の低下

×
運転手不足・高齢化

公共交通を必要と
する人の移動困難

公共交通の利用離れ渋滞
遅延

→ →

負の連鎖から抜け出せない！！

先程のアンケート結果等を踏まえると…



運転手不足について
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出典：読売新聞オンライン

• 昨今、路線バスを含めた運転手不足が大きな課題となっており、各地で路線維持に必要な人員

が年々不足（減少）している状況となっています。

• 2024年問題は、トラックドライバーや運転手をはじめ、日本の物流・運輸業界全体が抱える深

刻な課題です。

■バス運転者数の推移（全国）

■2024年問題（改善基準告示）について

働き方改革関連法により、バス運転手の時間外労働が規制され、
年間960時間までの残業という上限が導入されています。

運転手1人あたりの仕事量（労働時間）等を制限する法律

【働き方改革関連法による具体的な影響】

①労働時間の制限→長時間運転が困難に
 休日や深夜を含む長時間運転が困難になるため、現在の運転
スケジュールが維持できなくなり、運行本数の削減につなが
る。

②運転手不足→バスの運行頻度の減少や縮小
 労働基準の厳格化や給与面により、運転手不足が進み、バス運

行頻度の減少や縮小される可能性がある。

③高齢化が進む→若手運転手の確保が課題
 運転手の高齢化が急速に進んでおり、定年退職者が増える一
方、業務の厳しさや給与面等から若手運転手の確保が進んで
おらず、人材確保が課題となっている。



関東鉄道の運転手不足・減便の現状について

14

• 関東鉄道ではバス運転手が慢性的な不足が続いており、年々運転手の数が減少している状況

にあります。また、平均年齢が上昇しており、運転手の高齢化も課題となっています。

• 令和5年12月には、守谷市内のバス路線も減便や夜間繰り上げが行われており、このままの現

状が続けば、バス路線のさらなる縮小が余儀なくされる可能性があります。

■守谷市内路線バスの減便状況（2023年12月20日ダイヤ改正）
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■関東鉄道の運転手数の推移

運転手数
648人

（正社員497人、嘱託151人）

欠員数
47人

（充足率92.1％）

平均年齢
56.6歳

（前年比+1.8歳）

■関東鉄道の運転手の現状（2026年3月末時点）

合計減便数：49便 夜間繰り上げ：4系統

出典：関東鉄道提供資料から作成



第1回ワークショップの結果概要
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出された意見・アイデア

公共交通の
利用状況

・自家用車での移動が当たり前という認識が強く、公共交通の利用が「選択肢にな
い」「習慣がない」
・バスは、朝方や夜間は便数が少なく、「利用したいときに乗れない」「生活に合わせ
にくい」
・バスは、時刻通りに来ないこと、電車等の他の公共交通との接続が悪いことなど、
利用に際し様々な壁がある

運行面での
課題

・運転手不足から、バスの増便や路線の拡充には限界があることを認識
・利用者が少ない中で持続性をどう確保するかが大きな課題
・公共交通の維持に多くの税金を投入していることから、料金設定の見直し、市民
のニーズに合わせたきめ細かなルート設定、車両の小型化を行う等、改善を検討
すべき
・モコバスやデマンド乗合交通については、存在や使い方が十分に周知されていな
い

改善策 ・公共交通は「行政だけが支えるもの」ではなく、「市民も一緒に維持していく」とい
う意識が必要
・市は利便性を向上させ、市民側は積極的に知る・利用することで守谷市全体を良
いスパイラルにしていきたい
・免許返納後の高齢者の移動手段の確保を最優先するべき
・免許返納後も安心して暮らせるよう、自動運転やライドシェア等、新たな移動手段
の導入を検討していくことが必要
・既存交通の拡充も必要



自動運転について
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■自動運転のレベルについて

出典：国土交通省

■自動運転サービス車両数の目標値

今ココ

出典：国土交通省



自動運転について
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■自動運転レベル4等先進モビリティサービス 研究開発・社会実装プロジェクト（9箇所）

出典：国土交通省

⇒現在は自動運転に関するプロジェクトの終了により、レベル４自動運転は全箇所運休中
※レベル2にて実施している地域は複数あり



新たな移動手段（ライドシェア）について
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～ ライドシェアとは？ ～
バス事業やタクシー事業によって輸送手段を確保することが困難な場合、自家用車を活用して、

一般のドライバーが運転する車両にて、移動手段を提供（有償）する方法をライドシェアと呼んでいま
す。

ライドシェアの特徴

・講習を受けることで、普通自動車第一種免許しか持っていない方でもドライバーを務めることができます。

・移動時間や目的地が同じ方と乗り合う可能性があります。

持続可能な地域の

移動手段の確保のため

住民のニーズに応じた

移動手段

公共交通がない

利用しにくい

通院や買い物など

日常に必要な移動が

ままならない

地域のニーズ

人口減、高齢化で

ドライバーの確保が難しい

デマンド乗合交通の

運営が厳しい

地域の実情

ライドシェアには２種類あります。

公共ライドシェア……市町村、NPO法人等が運行。地方公共団体の主宰する「地域公共交通会議」等で、

関係者間で協議が調った場合に導入

日本版ライドシェア…タクシー事業者が運行。国土交通省が指定する、『タクシーが不足する地域、時期及び
時間帯』で導入



ライドシェアの導入事例
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■茨城県牛久市（周辺自治体と共同で実施）

出典：牛久市HP



ライドシェアの導入事例
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■茨城県牛久市（周辺自治体と共同で実施）

出典：地域連携公共ライドシェアHP（WILLER TRAVEL）



お買い物サポートみずき野（互助輸送）について
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〈運行日〉
毎週月曜日・木曜日

〈買い物先〉
第1週：ジョイフル本田 第2週～第5週：イオンタウン

〈出発時間〉
第1回目：午前10時 第2回目：午後2時

〈集合場所〉
みずき野地区を約10分かけて1周し、各地点で
利用者を乗せて買い物に行きます。（右図参照）

〈お買い物時間〉
1時間30分

〈利用方法〉
ご利用日の1週間前までにみずき野集会所内にある
お買い物支援ポストに利用申込書を投函。

～お買い物サポートみずき野とは～
市の公用車両を利用して、地域の人が地域の人を買い物先に送迎してくれるサービスです。

運転手はボランティアで募集されています。

■お買い物サポート車 乗車場所

出典：みずき野町内会HP


